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まえがき 
 

 本書は、アジア経済研究所において 2007 年度に実施された共同研究会「ア

フリカ農村の住民組織と市民社会」の成果をまとめたものである。同研究会

は 2008 年度も引き続き実施される２年間の研究プロジェクトであり、本書

にはその中間成果を取りまとめた。最終成果は、2009 年度中に研究書として

出版される予定である。 

 現在アフリカには「市民社会」への援助が流入しつつあるが、実際にアフ

リカにおける「市民社会」とはなにを意味し、どのような役割を期待されて

いるのかについてはさまざまな議論がある。研究会の１年目にあたる 2007

年度はまず、「市民社会」概念自体への理解を深めることから始まり、さまざ

まな分野の専門家からお話を伺うことで、研究会の方向性を検討することが

中心となった。講師としてお話しいただいた遠藤貢氏、荒木美奈子氏、重冨

真一氏、幡谷則子氏、井上弘貴氏には、貴重なご意見を伺うことができた。

改めて感謝申し上げたい。 

 研究会にご参加いただいた委員の皆さんには、「市民社会」という茫漠とし

た概念に対して真正面から取り組んでいただきひじょうに感謝している。今

年度の成果を踏まえ、2008 年度はさらに忌憚無き意見交換によって議論を深

めていきたい。 

 また、オブザーバーとして研究会に参加して下さった岸真由美、佐藤章、

武内進一、津田みわ、福西隆弘、牧野久美子、望月克哉、吉田栄一、上谷直

克の各氏にも感謝したい。 

 

2008 年 3 月 

児玉 由佳
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